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        １９９１年　5月。


その日は、雨が一日中降っていた。昼を過ぎた頃から、かなり強く降り出して、川の数位は上がり氾濫しそうな勢いだった。


その時、ドクターは往診に出ていた。患者は、五歳の子供が熱を出したとのことだった。


 


患者の家は、母子家庭で母親は車を持っていなかった。今日の天候では、診療所まで来るのは難しいと思い、ドクターが向かった。


どしゃぶりの雨の中、ドクターは車を走らせた。


 


無事に患者の家に着き、診察を終えて帰る時も、雨は止むことはなかった。


雨は、フロンドガラスを叩きつけるように降る。ワイパーを動かしても滝のように、ガラスに雨が流れてゆく。ドクターは、見通しの悪いあぜ道を、ゆっくりと運転して進んでゆく。


 


ようやく舗装された道に出る。その道は、町のメインストリートへ続いていた。いつも走りなれている道に出ても、雨で見通しが悪いため、ゆっくりと車を走らせた。


対向車線に、数台のトラックとすれ違うだけで、それ他の車は走っていなかった。


 


数年前、大雨の日に洪水が起こった。その時、車で避難した人間が犠牲になったことがある。それ以来、大雨の日は、車に乗るのを避ける人間が増えたことは事実だった。今日は、そんな日だと思いながらも、ドクターは車で往診に出た。医者としての使命感がそうさせた。


 


運転する進行先に、小さな小屋が見える。それはバス停だった。小屋は扉がない木枠の箱型の形をしている。中には数人座れる長椅子が置かれていた。ドクターの住む町には、日に８本ほどバスが運行していた。


 


車は、ゆっくりとバス停の横を通りすぎた時、ドクターが助手席の窓に目をやると、バス停の中に人がいるのがわかった。


こんな雨の日にバスに乗るのかと、ドクターは思った。今日みたいな日は、バスも運休することがある。気になったドクターは、車をターンさせてバス停に戻った。


ドクターが車をバス停の前で横付けする。


ドクターが助手席の窓を開けると、バス停の中には、若い女が椅子に腰かけて顔を下に向けていた。


 


「どこまで行くんだ？　バスはこないかもしれない」


ドクターは呼びかけた。だが、路面を叩きつける雨音に消されて、声が届かない。


ドクターが車のクラクションを鳴らした。女は、反応せずに顔を下に向けたままだった。様子が変だと思ったドクターは車を降りた。すると、強いシャワーのように雨を浴びて、びしょ濡れになってバス停の中に入る。


 


「大丈夫か？　」


ドクターが声をかけたが返事がない。女が着ている衣類はびしょ濡れだった。


「おい！」


ドクターは強い口調で言って、女の体を揺さぶると体じゅうが震えていた。ドクターが女の額に手を当てると、発熱している様子だった。


「おい、行くぞ」


ドクダーは迷うことなく、女の腕を肩に回して立たせた後、車の助手席に乗せた。


 


 


 


 


 













        女が目を覚ますと、目の前に見慣れない天井があった。


女がハッとして起き上がると、何もない部屋のベッドの上だった。自分はどこにいるのかと、考え込んだ。そうだ、私はバスを待っていた。それから、気分が悪くなって・・・・・・。


ガチャと、急に扉が開いた。


 


「目が覚めたようだね」


白衣姿のドクターが、手に皿を持って入って来た。


「熱は下がったようだね。気分はどうだね？　」


女はキョトンして、「ここは、どこですか？　」


「ここは私が勤務する診療所の病室だよ。あのまま、バス停にいたら、君はどうなっていたか、わからなかったよ」


ドクターの説明で、女は助けられたと知って、「ありがとうございます」


女はドクターに頭を下げた。


「どうして、あすこにいたんだい？　」


ドクターが気になることを尋ねた。


「・・・・・・」


女は困った表情をした。


「ロンドンから来たのかい？」


「えっ！」


女は驚いた表情に変わる。


 


「悪いとは思ったが、診察するうえで、君の身元になるものが必要だったため、学生証を確認させてもらったよ。君はロンドン大学の研究生で、日本人だね？」


「はい」


女は小さく頷いた。


「こんな、小さな町に何か用事でもあったのかい？　」


「・・・・・・」


女は黙ったままだった。


「どういう理由あれ、あまり無茶なことはしないほうがいい」


ドクターは、女が戸惑っているようで、何か訳がありそうだと思えた。話したくない様子だったため、それ以上聞くのをやめた。


 


「何も食べていないんだろ。良かったら、これを」


ドクターは、皿の上にあるサンドイッチを女に渡した。


「今日はもう遅いから、朝までここで休むといい。私は隣の家にいるから、何か用があれば呼んでくれ」


ドクターは、女を診療所に泊めることにした。


 













        次の日の朝。


昨日の雨が嘘のように晴天だった。


 


ドクターが病室を覗くと、女はいなかった。


ベッド横のテーブルに、手書きしたものと紙幣が置いてあった。


手書きしたものは絵はがきで、紙幣は20ポンドほどあった。


 


絵はがきは、町の教会の写真だった。それは、教会で売られているもので、売上を教会の維持費に充てているものだった。


 


『お世話になりました。急な用事のため、ご挨拶なして帰ることをお許しください。昨夜、先生が私に尋ねたことですが、一度、この町に来てみたかったんです。ただ、それだけです。少ないかもしれませんが、治療代を置いて行きます。ありがとうございました』


 


ドクターは、女が残した絵はがきの内容を見て、どこか謎めいたものを感じて仕方なかった。


 













         ２００３年　５月。


 


ジェニーが目を開けると、ダブルサイズのベッドに寝そべっていた。ゆっくり体を起こして周りを見渡す。高価なアンティークな椅子やテーブルが部屋にあった。


 


『私はエディさんの所に来たんだ』と、思い出す。


ベッドから出ると、上下シルクのパジャマ姿だった。これも、ここに来て用意されたものだ。


ベッド横のスーツケースを開けて、ジーンズとシャツを取り出して着替えた。部屋を出ると、目の前は廊下があって、その先に階段があった。


ジェニーが階段を下りると、広いリビングと、その向こうにダイニングルームがあった。


 


「ジェニー様、おはようございます。どうぞ、こちらへ」


階段下から、黒のタキシードに蝶ネクタイをした、四十を過ぎたぐらいの男が声をかけてきた。


「おはようございます」


ジェニーも男に合わせて、頭を下げて挨拶をする。


 


ジェニーがダイニングテーブルまで来る。


キッチンの方から、エプロン姿にキャップ帽を被ったが若い女が、コーヒーカップを持ってテーブルに置く。


「ジェニー様、おはようございます」


女も礼儀正しい頭を下げる。


「おはようございます」


ジェニーは、女にも深く頭を下げる。


「お嬢様、頭を上げて下さい」


女が謙遜して言う。


 


「申し遅れました。私、こちらで執事をしています。トニー・マクガイバーです」


「私は、メイドのキャサリン・サワーといいます」


二人は、整列をして深く礼をした。


「こちらこそ、私、ジェニー・コークといいます」


ジェニーも改まって自己紹介をする。


 


 


「存じております。どうぞ、お席へ」


トニーが椅子を引くと、「ありがとうございます」


ジェニーは、長いダイニングテーブルの椅子に座った。


 













        「ハリスは、どこにいるんですか？　」


「ハリス・・・・・・！？　」


ジェニーが尋ねたことに、トニーが首を傾げた。


「子猫ちゃんのことですか？　」


 キャサリンが思いついたように尋ねた。


「ええ、そうです」


ジェニーが頷くと、「今、別の部屋で食事をしています」


キャサリンが答えた。


 


「名前がハリスと言うんだ。でも、何でその名前を付けたんですか？」


キャサリンが興味深く尋ねた。


「昨日、ここに来る途中に車の中に考えたの。ハリスというのは」


「ジェニー様がお世話になっていた、神父様のお名前ですね」


トニーが答えた。


「ええ・・・・・・」


「後でご案内いたします。どうぞ、朝食をお召し上がり下さい」


トニーが勧めると、テーブルには、何種類かのパンが入ってバケットと、皿にはベーコンと目玉焼き、もう一皿にはフルーツ盛り合わがあった。


 


「いただきます」と言って、ジェニーはトーストと手にした。


昨日は、車でロンドンに向かう途中、レストランで夕食を取ったが、あまり食べれなかった。はっきりとした理由はわからないが、おそらくエディの所に行くことで、少しの緊張感がそうさせたのかもしれない。だが、今日は朝から食欲があった。


 


「エディさん、どうしたんですか？　」


ジェニーがトーストをかじりながら尋ねた。


「朝早くお出かけになりました」


トニーは、カップにコーヒーを入れながら言った。


「朝食も召し上がらずに、出かけられましたのよ」


キャサリンが付け加えるように言う。


「どこに行かれたの？」


「とても大切なお方のところです。どうぞ」


トニーは、コーヒーカップをジェニーの前に置いた。













        エディは、ＭＩ６の本部を訪れていた。


「失礼します」


エディはドアをノックして部長室に入る。正面に部長の机があり、五十を過ぎたぐらいの女が、スーツ姿で座っていた。


部長は電話の途中、エディの顔を見て、「そこに座ってちょうだい」


エディは、部長に言われたまま客人用のソファに座った。


 


「失敗は許されない。慎重にやってちょうだい」


部長は相手に指示を出して電話を切った。


 


「よくやってくれたわ。ありがとう」


部長は手に大型の封筒を持って、エディと差し向えにソファへ座る。


「どうして、私に黙っていたんですか？　彼女がセカンドだということを」


エディは、腹ただしい気持ちを抑えて知りたいことを尋ねた。


「本当のことを言えば、あなたは、彼女を連れてくることを拒むと思ったの」


「どうしてですか？　」


エディは不服そうに尋ねた。


 


「それは、本来あなたが、レプリカ計画に携わるはずだったからよ。でも、ロシアでの任務が思うようにいかず、ハリスが担当することになった」


「ええ、そうです。ハリスが、私の変わりにレプリカ計画に携わることがなかったら、彼は今でもＭＩ６で働いていたでしょう」


エディは、はっきりと言った。


 


「それは、買い被りよ。彼には仕事への情熱がなかった。だから、仕事を辞めたのよ」


「私には、仕事を全うするほどの情熱があると・・・・・・それこそ買い被りです」


「いいえ、あなたには仕事への信念がある。現にあなたは、彼女をロンドンに連れてきた。どうあれ、あなたは結果を出せる人材よ」


部長は、エディを褒めたたえた。だが、エディにとっては皮肉にしか聞こえなかった。


 


「そこまで言うなら、どうして私に嘘をついていたんですか？　私は、彼女は、福岡教授が作ったクローン人間だと思っていました」


「彼女は、福岡教授の後を継いだ者が作った人間なの。教授の研究を真似て作った。だから、福岡教授が作ったと言っても間違いはないわ」


部長は論ずるように言って、大型の封筒をエディの前に差し出した。


 


「これは、彼女が生まれた時の内容が書いてあるわ」


部長の言葉に、エディが封筒の中の書類を取り出して眺めた。


 













        エディは、パラパラと書類をめくると、急に目を見開いて手が止まる。


 


「アキタ・ヒロミツという人物は？」


「ミスター・フクオカの助手だった人物よ」


部長が答えると、「今彼は、アメリカに？　」


「ええ、そうよ。わが国を裏切って、アメリカに亡命したのよ」


部長は厳しい表情になった。


 


「ジェニーの両親は、誰なんですか？」


「次のページに書いてあるわ」


言われるままに、エディは書類をめくる。


 


「ジェニーの母親は、アキタという人物の助手をしていた、トヤマ・サチコという日本人ということですか？」


「ええ、どういう実験方法で生まれたのかは、そこに書いてあるわ」


ジェニーが生まれた経緯の文章には、所々機密の内容があって、文字は黒い線で塗る潰されていた。


 


「ここには、父親のことは書いていないようですが？　」


エディが疑問に思って尋ねた。


 


「彼女が、ロンドン大学の研究所に来て妊娠が発覚したの。おそらく日本にいた頃に、つきあっていた男性だというのは、わかっているの。でも、調べてみても、誰が父親なのか、わからなかった」


「それでは、今、トヤマ・サチコという女性は、どこにいるんですか？」


「最後のページに書いてあるわ」


エディは言われるままに、最後のページをめくると、「えっ！　そんな」


エディは顔をしかめて言った。


 


「あなたに本当のことを言わなかったのは、悪いと思っているわ。でも、どうしても彼女には、わが国の将来を担う、大事な任務をやってもらいたいの。そのためには、あなたの協力が必要なの。ジェニーを連れてきてくれない？」


部長は真顔で言った。


 


エディは、しばらく考えて、「ひとつお願いがあります」


「何？　」


「ジェニーを、ここではなく。私に預けてもらえませんか？　」


エディは頼む言い方をする。


 


「彼女は、ここで育てることに決めているのよ。なぜ、あなたが？　」


「私は、彼女の両親が、どこの誰なのか。それを教えるために連れてきました。ですが、ここに書いてあることを、彼女に話すことは、今の私に出来ません。まして、ここに連れてきて、ＭＩ６のメンバーになる話もしていません。もう少し私に時間をくれませんか？　」


 


「・・・・・・」


今度は部長が、少し間を置いて、「つまり、あなたは、ここでは彼女は育たない。メンバーにならないと言っているの？」


部長は、確かめるような尋ね方をした。


 


「ええ、ここにいる人間よりは、私の方が彼女にとっては、信頼があると思います」


エディは堂々と言い切った。


「わかったわ。かならずメンバーにしてちょうだい」


部長の言葉には、願いみたいなものがあった。


「わかりました。でも、今後は隠し事はなしですよ」


そう言って、エディはソファから立ち上がると、もうひとつ気になることを尋ねた。


「福岡教授が作ったクローン人間は、今どこにいるんですか？　」


「それは国家機密になっているの。悪いけど、あなたにも教えることはできないわ。それから、私が渡した書類は廃棄してちょうだい」


部長は堂々と言った。


「わかりました」


エディは、それ以上は何も言わず、部長室を出た。


 













        ジェニーは朝食を終えると、トニーと一緒に子猫のハリスがいる場所へ向かった。その途中、各部屋の場所や使用目的も案内した。大英帝国時代に建てられた屋敷は、外観は城のようにも見えるが、中は改装されていてモダンな部屋の造りになっていた。


晩餐会をする部屋、会議室、客人を宿泊させる部屋など、十以上の部屋があった。


ジェニーはキョロキョロしながら、トニーの説明を聞き入った。


 


「これは、エディさんの趣味ですか？　」


廊下の両サイドの壁には、有名なアート作家の絵画が飾られていた。


「ええ、旦那様が買われたものです」


絵画の中には、雑誌やテレビで見たものがあった。それは、かなりの値段がするものであることは想像できた。


 


ジェニーがいることを知ったのか、廊下の曲がり角から、子猫のハリスが現れた。


「ハリス」


ジェニーは、笑顔でハリスを抱き寄せて歩き始めた。


 


トニーが木目調のドアの前に立った。


「こちらはトーレニングルームです」


トニーが扉を開けると、中にはトーレングジムほどの機材があった。


「旦那様が、スタッフにも利用できるように、これだけのものを用意されました」


「私も利用していいかしらん？」


「ええ、どうぞ。それでは、着替えを用意いたします」


トニーから、ランニングウエアを渡された。


 


ここ数日、ジェニーは、ほとんど外に出ることも、体を動かすこともなく、ストレスが溜まっていることは、自分でもわかっていた。少し体を動かして、汗を出してみたい気持ちが誘った。


 


ジェニーは、ランニングマシンの上に立って、設定ボタンを初心者コースにした。ゆっくりとコンベアが動き出して、ジェニーはそれに合わせるように歩行を始めた。やがて、少しずつマシンのスーピドが上がって行き、ランニングへと変わる。


 ジェニーの息は上がり走りこんだ。


ハリスは、マシンの横に座りこんで居眠りを始めた。


 













        「旦那様、お飲み物をお持ちしました」


トニーは、エディの書斎に紅茶を持ってきた。


書斎の壁には、大人の背丈ほどある棚の中に、ぎっしりと本が並んでいた。数えてはいないが、千冊以上はある。投資の仕事もしているエディは、半分以上はその関係の書物が置かれていた。


 


エディは、棚の前に立って本を読んでいた。


「机の上に置いておいてくれ」　


「かしこまりました」


トニーはエディに言われるまま、カップを置いた時、一瞬目が留まった。そして、エディの方に目をやる。


 


「旦那様」


エディが、トニーの方を向く。


「温かいうちに、どうぞ」


トニーは迷いがあって、気になることよりも別のことを言った。


「ああ、ありがとう」


エディは、読みかけの本を棚の中にしまい込んで、机の椅子に腰かけてカップを手にした。


トニーは、その行動を見て変な気がした。


 


エディが紅茶をすすって、「うん、美味しい」


トニーは、エディに礼をして、その場を去ろうとした。


だが、やはり言うべきだと思い、「机の上の書類は、大変大事なものだと思いますが」


「ああ・・・今、目を通していたところだった」


エディは慌てることもなく、カップを持ったまま言った。


 


「私が言うのも失礼だとは思いますが、目に触れない場所に直すか、廃棄したほうがいいかたと・・・・・・差し支えなければ、私が処分いたしましょうか？」


「気を使わせてしまったな。むやみに置いておくのは、よくなかった。読んだらすぐに処分しておくよ」


エディが苦笑いする。


「大変失礼いたしました」


トニーが礼をして書斎を出る。廊下に出ると、いつもとは違うエディの行動が気になって、首を傾げた。


 













        「どうぞ」


ランニングウエア姿のキャサリンが、運動を終えたジェニーに、ミネラルウォーター入りのペットボトルを差し出す。


「ありがとう」


ジェニーは、顔の汗をタオルで拭き取った後、ペットボトルを受け取る。


 


キャサリンがトーレニングルームを覗くと、ジェニーがランニングマシンで運動をしている姿を見つけた。


「あなたもやってみない？」


息をはずませながら、ジェニーが誘った。


 


キャサリンは断るつもりも、ジェニーの顔から、にじみ出る汗が、どこか清々しく格好よく思えた。そうなると、私も汗を出してみたい気持ちが誘った。


 


キャサリンがランニングウエアに着替えて、ジェニーに代わってランニングマシンに立った。マシンが動き出したが、運動不足で体力もないキャサリンは、すぐに息切れしてしまった。


その後、初心者レベルに戻して歩行のスピードにした。


 


「運動するのって、いいですね」


キャサリンはクタクタな表情だったが、どこかやり切ったという思いがあって、そういう言葉を出た。


 


『ニヤー』と、ハリスがジェニーの足元に近寄った。


ジェニーは、ひと口ミネラルウォーターを飲んで、笑みをみせながらハリスの頭を撫でた。


 













        「ジェニー様は、９月から学生をされるんですか？」


キャサリンが気になっていることを尋ねた。


「ええ、そのつもりだけど・・・・・・・」


「どの学校に通うんですか？　」


「私、弁護士になりたいの。だから、その関係の学校に行きたいと思っているの」


「弁護士！　すごい！！」


キャサリンは感激したように言った。


 


「それじゃ、ジェニー様も『カウンセラーＸ』に憧れていたんですか？」


「カウンセラーＸ！？　」


ジェニーはキョトンとする。


『カウンセラーＸ』は、女性弁護士が法廷で活躍する人気テレビドラマの主人公だった。キャサリンは、そのドラマの主人公のファンだった。キャサリンは、そのドラマの内容を、あれこれと一方的に話始めた。


 


クスッと、ジェニーは笑った。キャサリンの熱弁する姿が、一瞬おかしく見えた。


そのことに気付いたキャサリンは、「ごめんなさい。つい話すぎちゃって・・・・・・」


我に戻ったキャサリンは、顔を赤くして言った。


 


「よっぽど好きなのね。そのドラマが」


ジェニーが感心したように言った。


「今度、私も見てみようかな・・・・・・」


ジェニーも、『カウンセラーＸ』に興味が湧いた。


「ええ、ぜひ見て下さい。それで、学校に行く手続きは終えたんですか？　」


「いえ、まだなの・・・・・・そうだわ、パンフレット見せなきゃ」


ジェニーは思い立ったように立ち上がった。


 


「エディさん、帰っているかな？」


「ええ、先ほどお帰りになっていらっしゃいました」


その言葉に、ジェニーは、急ぐようにしてトレーニングルームを出て行く。













        ジェニーは、昨夜泊まった部屋に戻り、スーツケースを開けてパンフレットを取り出した。


「ジェニー様」


キャサリンが、ドアを覗くように顔を出した。


「エディさんは、どこにいるの？」


ジェニーが部屋を出て尋ねた。


「たぶん、書斎だと思います」


「書斎は、どこ？　」


「階段を上がって、三階の廊下をまっすぐ行った所の正面のお部屋です」


「わかった。ありがとう」


「ジェニー様」


書斎に向かおうとするジェニーを、キャサリンが呼び止めた。


ジェニーは振り返り、「何？　」


「もうすぐランチの時間です。ダイニングルームに来て下さい」


「わかった」


ジェニーは速足で書斎へ向かった。


 


ジェニーが階段下に来ると、上の階から足音が聞こえた。


ジェニーが見上げると、エディが現れた。


エディがジェニーと目を合わせると、「運動していたのかい？　」


トレーニングウエア姿のジェニーを見て尋ねた。


「はい」


ジェニーは頷いた後、階段を駆け上がった。


 


「エディさん。相談したいことがあるんです」


ジェニーは、迷いなく言った。


「何だい？　」


「行きたい学校があるんです。そのことを話しに来ました」


「そうか。今から来客と会うから、その後でもいいかい？　」


「はい。これ学校のパンフレットです。見ていただけますか？　」


「旦那様」


二人の会話の途中、トニーが階段下に現れた。


「アリス様がお見えになります」


トニーが用件を伝えた。


「わかった。すぐに行く」


エディの返事で、トニーは客室の方へ向かった。だが、二人がいた光景に何か変な胸騒ぎを感じていた。


 


「私の書斎の机に、それを置いておいてくれ。後で見るよ」


「わかりました」


ジェニーは、パンフレットの封筒を両手で抱きしめるようにして書斎へ歩いてゆく。


 


ジェニーが書斎の扉の前にきた。


ドアノブに手をかけて扉を引いて中に入った。目の前にアンティークなダーク色の机と、厚い黒皮の椅子があった。


ジェニーは机の上に近づき、パンフレットを置いた。


『ジェニー・ハリスの両親について』と、書いてある書類が、ジェニーの目に入った。


ジェニーは、その書類を手に取った。


 













        キャサリンは、真っ先にトニーの元へ行き、ジェニーがいなくなったことを告げた。ランチの時間になっても、ジェニーがダイニングルームに来なかった。そのため屋敷の中を探したが、どこにもいなかった。


 


「ジェニー様が、書斎に行くと言ったのか？」


トニーが念を押すように、キャサリンに聞き返した。


「なぜ、書斎に行くことになったんだ？」


「旦那様に学校のパンフレットを渡すためです」


「パンフレット・・・・・・？」


トニーは、階段の上で、二人が何かしら会話をしていた光景を思い出した。


 


「どこに行ったのかしらん」


キャサリンが不安そうな顔をした。


「大丈夫だ。ここで待っていてくれ」


トニーはキャサリンをなだめて、リビングに行き、監視カメラのパソコンを覗いた。数台のカメラが屋敷の中から、外観までを映しだしていた。だが、ジェニーの姿は、どこにもなかった。


 


トニーは、ジェニーは屋敷から出ていないことを推測した。


「そうだ」


ジェニーは、思い立ったようにリビングで出た。


 













        トニーは最上階の廊下を歩いていた。この階は広い客室の部屋がある。


三つ目の客室扉を通り過ぎると、正面先に扉がある。トニーがその扉を開けて入ると、その中は小さな倉庫になっていた。両壁際にある棚の中には、客室で使用するシーツやタオル類がストックされていた。


トニーは、棚の間を通り抜けると、屋根裏に続く天井収納はしごの前に立った。


『ニャー』と、鳴き声が聞こえた。


トニーは確信して階段を上がった。


屋根裏は、何も置いていない空間だった。奥には、横すべり出し窓が開けてあって、心地よい風が入り込んでいた。


ジェニーは、ハリスを抱きしめながら床に座りこんでいた。


 


「ジェニー様、急にいなくなったので探していました」


トニーがジェニーに近寄る。


「トニーさん、ごめんなさい」


「旦那様の書斎で、書類を見られたんですか？」


トニーは確認するように尋ねた。


「・・・・・・」


ジェニーは小さく頷いた。


「・・・・・・」


どのように接して話をしたらいいのか、トニーにためらいがあった。


 


「私、知りたいです。母のことが、どういう人で、どう生きて、私を誕生させたのか」」　


ジェニーは自分の意思を言う。


「そうですか・・・・・・」


「私、エディさんと約束したんです。真実を受け入れて、そこから新たに始まる、自分の未来を築こうと思うんです」


ジェニーの言葉には、強い気持ちのようなものを感じた。トニーは何も言えなかった。


 


「トニーさん、急にいなくなって、心配かけてごめんなさい。でも大丈夫です」


トニーは、書類に書いてあった母親の事実を知ったジェニーが、感傷的になっていると思っていたが、そんな感じは受けていないと思えた。


 


「ジェニー様、ランチの用意が出来ています。ダイニングルームに来て下さい」


トニーは、安心した様子で言った。


グゥーと、ジェニーのお腹が鳴った。


「お腹空いていました」


ジェニーは照れ笑いをした。


 













        夜。


エディは、書斎の机に座って何かを書いていた。


トニーは、エディから頼まれたものを持ってきた。


「どうぞ」


トニーが、氷入りのスコッチウイスキーが入ったグラスを、エディの前に置いた。


「ジェニーは、どうしている？　」


エディがグラスを手にした。


「おやすみになりました」


「そうか・・・・・・」


エディは、グラスに口をつけた。


「ジェニーのいい相談役になってくれないか？　」


エディが唐突に言った。


「もちろんです・・・・・・」


トニーは即答したが、心にひっかかるものがあった。


「・・・・・・」


「どうした、何か不満でもあるのか？　」


エディは、トニーの顔色を見た。


 


「お聞きしたいことがあります」


トニーが真顔で言った。


「何だ？　」


「旦那様は、ジェニー様を試されたのでしょうか？　」


トニーが思ったことを言う。


「試した？　」


「旦那様はプロフェッショナルな方です。仕事をするうえで秘密主義な方です。そんな方が、机の上に大事な書類を置いて離れるなど、私の記憶ではなかったことです」


 


「母親のトヤマ・サチコのことを言っているのか？　」　」


トニーの言っていることは、エディにもわかっていた。


 「そうです。今朝、こちらの机の上に、ジェニー様に関する書類を目にいたしました。私が直すか、廃棄するかをお伝えいたしました。しかし、その後も、そのままにしておいたようですね」


トニーが机の上に目をやる。


「午後、旦那様はジェニー様に、その机にパンフレットを置くように言われました。その時も、書類は本人にわかるように、机の上に置いたままにしていたのでは？」


「さすが、元情報機関員だけあるな」


エディは薄笑いをして感心したように言った。


 


「書類にはトヤマ・サチコが、１９９３年にレスター郊外で、車のひき逃げにあって事故死している。彼女は、そのことを知って、どういう気持ちになるか。そして、どんな行動に出るか、そのことを確かめたかった」


「それが、旦那様の狙いですか？　」


トニーは確信をついた。


 


「ああ、そうだ。彼女は、私の所に来て、母親の死に対しての原因を知りたいと言った。そして、自分の出生の秘密も知りたい気持ちが強くなったと言った。これで確信した」


エディは気持ちが高ぶった。


 


「彼女には強い気持ちを持っている。何よりも、どんなことも、正面で向き合うこともできる覚悟を持っている。だから、私は決めたよ。彼女をＭＩ６のメンバーに育てようと思う。そして、レプリカ計画の任務を遂行する」


エディは心に決めたことを、はっきりと言って、一気にグラスのウイスキーを飲んだ。


 


トニーは、何も言えなかった。ただ、ジェニーが不幸になるのではないかと、一瞬気が咎めた。


 













        次の日。


「ジェニーは、私立の学校に通わせようと思います」


エディが電話で部長に告げた。


 


「ちょっと待ってちょうだい。彼女をあなたに預けることは約束したけど、学ばせる場所は、私の所にしてちょうだい」


部長が渋い表情で拒んだ。


 


「彼女は協力してくれます。初めから、スパイの知識や訓練などをさせるのは酷だと思います」


「それじゃ、いつ教えるの？　」


「彼女には希望する学校があるため、そこに通わせながら、私が徐々に教えていきます。もちろん、しっかり教え込みます」


エディは、頼むような言い方をする。


 


「わかったわ・・・・・・でも、約束してちょうだい。成人するまでには、一人前にしてほしい」


「わかりました。許していただき感謝します」


「それで、コードネームは決めているの？　」


「コードネームね・・・・・・」


エディは、そのことを考えてはいなかった。訓練を受ける者は実名ではなく、コードネームを使用することになっている。


 


エディが困った様子で考えていると、急に少しだけ書斎の扉が開いて、ハリスが顔を出して入ってきた。その瞬間、ひらめいた。


「コードネームはミス・キャットにします」


「ミス・キャット！？」


部長は首を傾げた。


「彼女にピッタリのコードネームです」


エディは自信を持って言った。


「わかったわ。そのコードネームを、本部に登録しておいてちょうだい」


部長は、名前の意味も聞かずに、あっさり認めた。訓練する者のコードネームは、さほど重要なことではなかった。


 


「私の希望を受け入れてくれて、ありがとうございます」


と、エディが電話を切ろうとする。


「それから・・・・・・」


部長は、急いで付け加えるように言った。


「何でしょうか？　」


「わかっているかもしれないけど、彼女にも、殺しのライセンスを与えてほしい」


部長は静かに言った。


「・・・・・・わかりました」


一瞬、エディに間があった。


 


電話を終えたエディの足元に、ハリスが近付いて座った。


エディの頭の中に、『殺しのライセンス』の言葉が残っていた。


エディは、机の引き出しから拳銃を取り出した。そして、険しい表情で


拳銃を見つめた。


 


ハリスは、キョトンとしてエディを見ていた。


 


 













        ２００３年　８月下旬。


 


午前中の診察を終えたドクターは、診療所を出て隣の住屋に帰って来た。ドアを開けてリビングに入ると、白衣の外ポケットから携帯電話が鳴った。


「今電話いい？」と、電話に出ると、娘のリンダからだった。


「何かわかったのか？　」


ドクターは、ソファに腰かけた。


 


「ええ、まずジェニーのことだけど、来月から、私立の学校に通うことになっているわ。今はエディの邸宅にいて、外に出ることはないわ」


「その他、何かわかったことは？　」


「ジェニーについては、今のところ、それだけなの」


「何だ・・・・・・」


ドクターは残念そうに言う。


そのドクターの言葉に対して、「私もいろいろ忙しいのよ」


リンダは、反論するように強い口調で言った。


 


「わかったよ。すまないが、調査を続けてくれ。それで、もう一人の方は、何かわかったのか？　」


「トヤマ・サチコという人物のことね。その人のことを調べてみたけど、彼女が大学にいたという名簿は残っていないの」


「えっ！？」


ドクターは驚いた表情をして、「そんなはずはない」


「本当に調べてみたけど、名前はなかったのよ」


リンダは、はっきりと言った。


「そうか・・・・・・」


ドクターは考え込んだ。


 


「そうだ、ひょっとして、彼女は、国が運営する研究所にいたかもしれない。そこにいないか調べてくれないか？　」


ドクターは思いついたままを聞いた。


「国が運営する研究所！　また、どうして？」


リンダは耳を疑う。


「国の研究所なんて、調べようがないわ。そのトヤマ・サチコという人物は、パパと、どういう関係なの？」


「一度、診察したことがある。もう１２年も昔のことだがね」


「そう・・・・・・でも、ジェニーと何か関係があるの？　」


「それは、わからない。だから、おまえに頼んでいるんじゃないか」


「でも、国の研究所となると調査は難しいわ」


リンダは困った様子で拒む。


「調査費なら、もう少し上乗せしてもかまわない。調べてみてくれないか？　」


「わかったわ。でも、少し時間がかかると思うの。それでもいい？　」


「ああ、頼む」


 


ドクターが電話を終えると、ソファに座りタバコをくわえた。


目の前のテーブルの上に、彼女が残した教会の絵はがきが目に入る。


ドクターはタバコに火を点けて、絵はがきを眺めた。


 













        ２００３年　９月　朝。


 


今日はジェニーが、新しい学校に通う初日だった。


リビングでは、ブレザーに黒色のスカート姿のジェニーが、エディを待っていた。


「すごく、お似合いですよ」


キャサリンは、ジェニーの学生服姿を見て凛々しさを感じていた。


「ありがとう」


ジェニーは照れた様子で言った。


「旦那様に支度が出来たことを、伝えに行ってくれないか？　」


「はい」


トニーが言うと、キャサリンはリビングを出てゆく。


 


「今日からですね。頑張って下さい」


トニーは、優しい口調で激励した。


「ありがとうございます」


ジェニーは笑みを見せた。


『ニャー』と、ハリスが鳴いて、ゆっくり動いて二人の間に座った。


 


「どうしても聞きたいことがあるんです」


「何でしょうか？」


 「あの時、どうして私が屋根裏にいたのが、わかったんですか？」


 ジェニーが、ずっと気になっていたことを尋ねた。


「実は私も考え事をする時は、あの屋根裏に行くんですよ」


「えっ！？　」


「あそこは人が来ません。それにとても静かな所です。ひとりになる場所としては、最適なところなんですよ。ジェニー様も、そこにいるんじゃないかと思いました。でも、よく屋根裏の場所がわかりましたね？」


トニーは、教えてもいない場所に、ジェニーがいたことが不思議に思っていた。


「ハリスが教えてくれたんです。私を案内するように連れて行ってくれました」


「ハリスが・・・・・・」


トニーは、床に寝転んでいるハリスを見る。


 


「トニーさんも、いろいろ悩むことがあるんですか？　」


 「私も人の子ですから、考えたり悩んだりすることはありますよ」


トニーは照れながら答えた。


「トニーさんの大事な場所だったんですね。勝手に入ってしまって、ごめんなさい」


ジェニーは、トニーに頭を下げた。


「頭を上げて下さい」


トニーは慌てるように言った。


「私に遠慮はいりません。あすこは自由にお使い下さい」


「いいんですか？　」


ジェニーが聞き直す。


「どうやら、屋根裏がお気に入りになったようですね」


「ありがとうございます」


ジェニーは、再び頭を下げた。


 


ジェニーは、母親の死を知って、間違いなく動揺しただろう。屋根裏にいたことが、そのことを物語っているように思えた。だが、前向きな気持ちに切りかえたことも事実だ。


ジェニーは強い人間だと思えた。エディの言うとおり、ジェニーには、有能な情報機関員になれる素質があるのかもしれない。トニーにも、確信したものがあった。


 


「準備が出来たようだな。それでは出かけよう」


スーツ姿のエディが、リビングに現れた。


「はい」


ジェニーが、エディの後をついて行く。


「いってらしゃいませ」


トニーが玄関先まで出て見送る。


ハリスはトニーの後をついて来て、『ニャー』と鳴いた。


 


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　後編　　完
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